
番号
発生月 業種 起因物 発生状況

事業場規模
発生時刻 事故の型 災害防止のポイント年齢

4

３月 建築工事業 トラック

【発生状況】
　ビル新築工事現場で、型枠材搬入を終えたトラックの運転者が
降車中に、警備員が下り坂の輪止めを外したため無人で動き出し
市道に出た。運転者は警備員２名とともに車の前で押し止め中に
転倒し、前輪にひかれた。

【災害防止のポイント】
1 荷降ろしを行う場合は、原則として、平坦な場所で行うこと。
2 運転席から離れるときは、エンジンを止め、ブレーキを確実にか
けること。また、念のため輪止めを使用すること。
3 労働者に対し、作業による危険性、危険を防止するための方
法、作業手順等について、安全教育を実施すること。

～９人
１６時頃 交通事故（道路）８０歳～８４歳

5

３月 土木工事業 地山、岩石 【発生状況】
　道路に埋設された下水管の交換工事現場 で、古い下水管を撤
去後の深さ１．３m、幅１．１m、長さ９mの掘削溝に下りてスコップで
掘削中、掘削面が土砂崩壊した。

【災害防止のポイント】
1 掘削工事を行う際には、事前に発注者から地層、地質などの状
況を調査した地質調査資料を入手し、それに基づいた現場の実地
調査を行うとともに、掘削開始後においても、随時、地層、地質の
状態やそのき裂、含水、湧水などの状況を記録する必要があるこ
と。
2 地山の崩壊、土塊、土石の落下などのおそれがある場所に労働
者を立ち入らせる場合は、あらかじめ土止め支保工の組立図を作
成し、それに基づいた土止め支保工を掘削作業開始前に適正に
設置しておくこと。
3 掘削作業についても、土止め支保工の設置後の作業の方法、
手順を定め、全員に周知しておくこと。
4 元請と事前にその日の作業開始前に、安全ポイントの打合せを
行い、掘削作業における危険性、作業時の注意事項等の相互確
認を行っておくこと。

～９人
１２時頃 崩壊、倒壊７５歳～７９歳

6

６月 土木工事業 その他の環境等

【発生状況】
　集合住宅敷地内の植栽剪定及び除草作業中、低木の庭木剪定
を行っていたところ、営巣していた蜂に手の甲を刺され、アナフィラ
キシーショックを発症し入院。２週間後に死亡した。

【災害防止のポイント」
1 蜂に刺されるおそれのある場所で作業を行うにあたっては、肌を
露出しないように心掛け、長袖の作業着を着用し、軍手等をはめ
ること。また、つばの広い帽子等を被り、頭を露出しないこと。
2 過去にハチ刺されによって蜂アレルギーの症状があった場合に
は、当該作業のように蜂に刺される危険がある作業に従事させな
いこと。
3 作業者に対して蜂に刺された時の救急処置、蜂アレルギーの症
状等について教育を行うこと。

～９人
１０時頃 その他５０歳～５４歳
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7

６月 土木工事業 足場

【発生状況】
　新設中の高速道路の橋梁上部工現場で、つり足場を橋桁の下に
組立て中の作業者が、同足場の単管の隙間（約２×１ｍ）から約13
ｍ下の地面に墜落した。

【災害防止のポイント】
1 高所で作業しなければならない場合には、足場の組立て作業に
並行して墜落制止用器具の取付け設備を設置すること。
2 つり足場の組立てと並行して墜落防止の安全ネットを張る作業
手順とすること。
3 足場の組立作業主任者は、墜落制止用器具の使用等について
監視の職務を履行すること。
4 安全を十分に取り込んだ施工計画を策定し、労働者に対して周
知徹底するとともに、教育訓練を実施すること。

１０～２９人
14時頃 墜落、転落６０歳～６４歳

8

８月 土木工事業 水 【発生状況】
　河川の護岸工事における締切工内での河床掘削場所が、水位
の急上昇による越水で水没し、作業者ら４名が急流につかりなが
ら退避中に１名が流され、５ｋｍ下流で発見された。発生時刻と同
じ頃に大雨警報が発表されていた。

【災害防止のポイント】
1 河川内等での増水の可能性を事前に検討し、増水による危険の
判断基準並びに作業打ち切り等の基準を定めることまた、増水時
に適切な避難を行うための避難経路等を定め、増水時の避難体
制を整備すること。
2 元方事業者、関係請負人による緊急時の避難訓練を実施し、緊
急時における避難経路等を作業者に周知徹底しておき、緊急時に
対処できるようにしておくこと。
3 増水があった場合の危険を防止するため、増水の程度に応じた
適正な作業の方法、手順を決定し、かつ作業体制を整備して適正
な作業管理を行うこと。
4 職長を作業指揮者として、作業方法、手順などを決定し、作業を
直接指揮させるとともに、異常時の際の適切な措置を指揮させる
こと。

～９人
１３時頃 おぼれ３０歳～３４歳

9

８月 木造建築工事業 研削盤、バフ盤

【発生状況】
　木造住宅解体現場で、脚立に乗りながら、敷地境界の鉄柵を携
帯用研削盤（と石カバーを取り外した、と石直径125mmの電動ディ
スクグラインダー）で切断しようとしたところ、当該研削盤が跳ね
返って首を切った。

【災害防止のポイント】
1 手持ち用グラインダーは構造規格に示された研削といしの覆い
があるものを使用すること 。
2 安全な作業が行えるスペースの確保を行うこと。
3 手持ち式グラインダー等、高速回転する工具を使用する作業に
ついては、あらかじめ使用する工具による危険を評価し、必要な個
人用保護具を定め、これを作業者に使用させること。
4 作業者に作業に応じた基本的な安全衛生教育を実施すること。

～９人
１２時頃 切れ、こすれ４０歳～４４歳
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10

８月 木造建築工事業 作業床、歩み板

【発生状況】
　木造住宅の屋根瓦のふき替え工事において、２階屋根外周の足
場にかけた２連はしご（瓦の荷揚機を取り付けているもの）を降り
ているとき、高さ４ｍ付近から墜落した。

【災害防止のポイント】
1 安全な昇降設備を設けること。
2 昇降時における安全ブロック等の墜落防止設備及び墜落転落
用保護帽等を使用すること。
3 作業内容に即した作業計画を定め、関係者に周知すること。
4 作業者の不安全行動を防止し、安全意識を高めるための安全
教育を行うこと。

～９人
９時頃 墜落、転落４０歳～４４歳

11

８月 その他の建設工事 作業床、歩み板

【発生状況】
　ごみ処理施設補修工事において、足場材の揚重引込作業にあ
たっていたところ被災者がのっていたグレーチング（既設の床）が
外れ、当該グレーチングとともに約13ｍ墜落した。

【災害防止のポイント】
1 経年化施設・設備における工事受注から現場乗込までの間、発
注者(施設管理者)から、経年化施設・設備に係る点検状況(不具
合の状況)等に関する情報を収集するとともに、施工開始までに経
年化施設・設備について作業に当たり使用する箇所の付帯設備
(階段、作業床、手すり等)の確認を行うこと。
2 上記結果に基づきリスクアセスメントを実施すること。
3 リスクアセスメントにおけるリスク低減措置の検討に当たって
は、経年化施設・設備の状況を十分に考慮すること。
4 特に高経年化(概ね30年以上)している施設・設備の工事に当
たっては、確実な点検・確認及びリスクアセスメントを行うこと。

～９人
９時頃 墜落、転落５０歳～５４歳

12

８月 木造建築工事業 足場

【発生状況】
　木造住宅新築現場で、高さ４ｍの一側足場上で左官作業中（２
階ベランダの壁下地へ防水シート貼り付け中）、足場と建物の隙
間（約50ｃｍ）から約１ｍ下の下屋根に落ち、さらに地面に墜落し
た。

【災害防止のポイント】
1 足場板の増設等により可能な限り墜落危険箇所をなくすこと。
2 墜落制止用器具、墜落転落用保護帽等を確実に使用すること。
3 作業内容に即した作業手順を作成し、確実にその履行を図るこ
と。
4 作業者の不安全行動を防止し、安全意識を高めるための安全
教育を行うこと。

～９人
11時頃 墜落、転落７５歳～７９歳
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10

８月 木造建築工事業 作業床、歩み板

【発生状況】
　木造住宅の屋根瓦のふき替え工事において、２階屋根外周の足
場にかけた２連はしご（瓦の荷揚機を取り付けているもの）を降り
ているとき、高さ４ｍ付近から墜落した。

【災害防止のポイント】
1 安全な昇降設備を設けること。
2 昇降時における安全ブロック等の墜落防止設備及び墜落転落
用保護帽等を使用すること。
3 作業内容に即した作業計画を定め、関係者に周知すること。
4 作業者の不安全行動を防止し、安全意識を高めるための安全
教育を行うこと。

～９人
９時頃 墜落、転落４０歳～４４歳

11

８月 その他の建設工事 作業床、歩み板

【発生状況】
　ごみ処理施設補修工事において、足場材の揚重引込作業にあ
たっていたところ被災者がのっていたグレーチング（既設の床）が
外れ、当該グレーチングとともに約13ｍ墜落した。

【災害防止のポイント】
1 経年化施設・設備における工事受注から現場乗込までの間、発
注者(施設管理者)から、経年化施設・設備に係る点検状況(不具
合の状況)等に関する情報を収集するとともに、施工開始までに経
年化施設・設備について作業に当たり使用する箇所の付帯設備
(階段、作業床、手すり等)の確認を行うこと。
2 上記結果に基づきリスクアセスメントを実施すること。
3 リスクアセスメントにおけるリスク低減措置の検討に当たって
は、経年化施設・設備の状況を十分に考慮すること。
4 特に高経年化(概ね30年以上)している施設・設備の工事に当
たっては、確実な点検・確認及びリスクアセスメントを行うこと。

～９人
９時頃 墜落、転落５０歳～５４歳

12

８月 木造建築工事業 足場

【発生状況】
　木造住宅新築現場で、高さ４ｍの一側足場上で左官作業中（２
階ベランダの壁下地へ防水シート貼り付け中）、足場と建物の隙
間（約50ｃｍ）から約１ｍ下の下屋根に落ち、さらに地面に墜落し
た。

【災害防止のポイント】
1 足場板の増設等により可能な限り墜落危険箇所をなくすこと。
2 墜落制止用器具、墜落転落用保護帽等を確実に使用すること。
3 作業内容に即した作業手順を作成し、確実にその履行を図るこ
と。
4 作業者の不安全行動を防止し、安全意識を高めるための安全
教育を行うこと。

～９人
11時頃 墜落、転落７５歳～７９歳
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13

９月 土木工事業 地山、岩石
【発生状況】
　山林内の崩壊斜面の前に治山ダム（谷止工）を新設する工事現場で、
ダム底部の床堀り作業中、斜面上方（高低差10ｍ以上）からの落石（約2
ｍ四方）が、道具を使って地ならし中の被災者に当たった。

【災害防止のポイント】
1　作業指揮者の選任、点検責任者の指名等安全管理体制を整備し安全
対策を徹底すること。
2　地山の点検体制を整備し、浮石、含水、凍結の状況等を、気温等の環
境条件も考慮した上であらかじめ調査し、その結果に適応した安全な作
業方法により作業を行うこと。
3　作業箇所及びその周辺の地山について、その日の作業を開始する前
等に、浮石及びき裂の有無等を点検すること。
4　地山の崩壊又は土石の落下により作業者に危険が及ぶおそれがある
場合には、安全な勾配(こうばい)とし、浮石の除去、ネットの設置等飛来
落下防止対策を講ずるとともに、作業者に対し、土石の飛来・落下、崩壊
などの危険及びその防護対策などについて安全教育を実施すること。

～９人
１３時頃 飛来、落下６５歳～６９歳

14

１０月 建築工事業 その他の用具
【発生状況】
　神奈川県内の解体現場で使用した仮設機材をリース業者に返却するた
め、被災者が、業者の資材置場まで自社トラックで運搬し、地上から、荷
(仮設機材)を固定していたジャッキ付き荷掛けワイヤロープを解いたとこ
ろ、一番上に積んだ荷（重量約170kg）が落下し、下敷きとなった。

【災害防止のポイント】
1 積卸し作業中の荷崩れを防止するため、過積載にならないようにし、荷
の高さ、積み方による偏荷重などが生じないように積載すること。
2 作業計画を見直し、積卸し中の荷の荷崩れによる危険防止対策を確立
し、その結果を関係作業者に周知すること。
3 積荷の状態を確認し、荷崩れのおそれのあるときは、荷崩れ防止対策
を講じてから、荷締器を外すこと。

１０人～２９人
１３時頃 飛来、落下７０歳～７４歳

15

１１月 建築工事業 屋根、はり、もや、
けた、合掌 【発生状況】

　倉庫のスレート屋根の塗装工事において、屋根の棟付近を移動中、歩
み板のない箇所でスレートを踏み抜き、約８m墜落した。

【災害防止のポイント】
1 踏み抜き防止措置
　スレート、木毛板等の材料でふかれた屋根の上で作業を行う場合にお
いて、踏み抜きにより危険を及ぼすおそれのあるときは、幅が30ｃｍ以上
の歩み板を設け、防網を張る等の踏み抜きによる危険を防止するための
措置を講じること。※防網を張る等の「等」には親綱を配置し、墜落制止
用器具を使用させることも含む。
2 作業状況の把握と手順の見直し
　作業開始前に作業場の状況を把握し、あらかじめ定めた作業計画や作
業手順にない作業が発生したときは、職長と元方事業者職員が協議し、
承認を得てから作業を行うこと。

～９人
９時頃 墜落、転落２５歳～２９歳

16

１２月 建築工事業 足場
【発生状況】
　保養所の外壁・屋根塗装工事現場において、外壁洗浄作業及び足場の
外側に設置していたブルーシートの撤去作業を行っていたが、ブルー
シート撤去作業中に足場から墜落した。

【災害防止のポイント】
1 墜落制止用器具及び墜落転落用保護帽等を確実に使用すること。
2 作業内容に即した作業手順を作成し、確実にその履行を図ること。
3 作業者の不安全行動を防止し、安全意識を高めるための安全教育を行
うこと。

～９人
１１時頃 墜落、転落６５歳～６９歳
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